
令和 4 年度 三木市教育の基本方針を策定

基本方針（2つの柱と対応施策）

豊かな学びで未来を拓く

　１　未来を担う子どもたちの生き抜く力を育てます
(1) 確かな学力の育成
(2) 豊かな心の育成
(3) 健やかな体の育成
(4) 特別支援教育の推進
(5) キャリア教育（社会的自立に繋がる学び）の推進
(6) 就学前教育・保育の充実

　２　子どもたちの学びを支える環境づくりを進めます
(1) 教育環境の整備と充実
(2) 学校、家庭、地域が連携した教育の推進
(3) 教職員の資質・能力の向上
(4) 学校園の組織力の強化

　Ⅱ　「生涯にわたる学び」を支えます

　１　豊かな人生を応援します

(1) 人権教育の推進
(2) よりよく生きるための学びの充実

　２　文化・スポーツの振興に努めます

(1) 市民文化の高揚
(2) 文化遺産の活用
(3) スポーツ環境づくりの推進

各取組の推進にあたっては、新型コロナウイルス感染症
の持続的な対策と豊かな学びの保障の両立を図ります。

問 ・(市)学校教育課
 ・(市)人権推進課（総合隣保館内）
　　☎82－8388

基本理念

　令和3年2月に策定した5カ年計画「第3期三木市教育振興基本計画」に基
づき、令和4年度の実施計画として「教育の基本方針」を定めましたので、そ
の概要をお知らせします。
　本方針にのっとり、自分の生き方や社会のあり方について、多様な価値
観の存在を認識しつつ、自ら考え、他者と協働しながら、よりよい方向を模
索し自己実現につなげる人を育成します。　

▲教育の基本方針
　の詳細はホーム
　ページをご覧く
　ださい

　Ⅰ　「未来を創る教育」を進めます
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